
 

西東京市立中学校特別支援学級数の推計と学校施設の状況について 

 

１.特別支援学級の学級数の推計について 

  東京都が公表する特別支援学級在籍者数推計では平成 30年度以降、在籍者数は増加傾向で推移すること

が示されています。東京都が示す増加傾向を考慮するとともに、西東京市の在籍者の居住地や学年の状況等

を踏まえ、令和７年度までの西東京市特別支援学級の学級数を推計しています。 

  推計では、いずれの西東京市立中学校も学級数が緩やかに増加する傾向にあります。 
 

【東京都在籍者数と西東京市中学校在籍者数の推計】 

 
 

【西東京市立中学校の特別支援学級数推計】       実数    推計         

                                                                                                    

 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 

田無第一中学校 3学級 4学級 4学級 5学級 5学級 7学級 7学級 7学級 7学級 

保谷中学校 5学級 5学級 6学級 7学級 7学級 7学級 7学級 8学級 8学級 

青嵐中学校 5学級 5学級 5学級 5学級 5学級 5学級 6学級 6学級 6学級 

 

２.西東京市立特別支援学級設置校の施設状況について 

 〇田無第一中学校 

  特別支援学級の教室として活用可能な教室数が５教室であることから、令和４年度以降の学級数に対応

できない可能性があります。 

 〇保谷中学校 

  特別支援学級の教室として活用可能な教室数が７教室であることから、令和６年度以降の学級数に対応

できない可能性があります。 

 〇青嵐中学校 

  特別支援学級の教室として現在使用している５教室のほかに、活用可能な教室があります。今後の増加傾

向にも対応できる施設状況であると判断できます。 

 〇ひばりが丘中学校 

  特別支援学級の教室として６教室整備される予定です。 

   

３.通学区域案策定時の留意点について 

 ２.に示す状況から、田無第一中学校は５学級以下、保谷中学校は７学級以下、ひばりが丘中学校は６学級

以下の学級規模で推移するように通学区域を設定し、生徒数のバランスを保っていく必要があります。 

知的障害学級
東京都　実数← →東京都　推計 西東京市　実数← →西東京市　推計 単位　人

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

東京都 3,392 3,418 3,366 3,493 3,712 3,916 4,106 4,201 4,355 4,440

西東京市 52 61 77 79 90 95 100 103 107 110

自閉症・情緒障害学級

東京都　実数← →東京都　推計 西東京市　実数← →西東京市　推計 単位　人

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

東京都 240 249 262 276 290 301 305 307 307 308

西東京市 26 19 19 20 28 30 31 32 32 33
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